
【「大井手の楽校」“２０１６”第１回ワークショップを行いました】 

 

中央区まちづくり事業、井手の魅力再発見「大井手の楽校」が始まりました。 

熊本地震により地域への被害はありましたが、「大井手」については、被害も少なく農業

用水路としての機能に影響はなかったようです。 

今年もワークショップ開催にあたり、熊本大学の田中尚人准教授をファシリテーターに

迎えて、「大井手を守る会」、託麻原小学校校長、熊本大学の学生、大井手の歴史遺産に関

心のある方、熊本中央区総務企画課メンバーで大井手の魅力について話し合いました。 

参加者からは、「大井手が無事でよかった」、「ホタルが無事だったことを知れて嬉しかっ

た」などの話を聞くことができました。 

ワークショップの状況については、「News Letter No.1」をご覧ください。 

 

 


